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いのち輝く神奈川×SDGs

複雑・多様化する社会的課題に対応
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いのち輝く神奈川



「SDGs未来都市」選定証授与式

「SDGs未来都市」及び「自治体SDGsモデル事業」に選定

2018年６月15日首相官邸にて 2



かながわ版SDGs金融フレームワーク

金融機関による連携体制

地方銀行

都市銀行
生保・損保

信金・信組 証券

財団・協会
ＶＣ 信託銀行

かながわSDGsパートナー

県
SDGs社会的
インパクト評価

かながわSDGs
パートナー制度

中小企業の
伴走型支援

登録／制度融資

インパクト可視化

インパクト投融資 伴走型支援提供

支援プロセス共有
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社会的インパクト・マネジメント
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「社会的インパクト・マネジメント」とは

活動の成果だけではく、社会的・環境的な変化・

効果を、定量的・定性的に「インパクト」として把握
し、価値判断を加え、経営に生かすこと。

活動 結果
（アウトプット）

変化・効果
（アウトカム）
（インパクト）

ＳＤＧｓ
経営



社会的インパクト・マネジメント活用に向けた取組

①実証事業
・藤沢SSTなどのフィールドを活用した実証実施

・「ＳＤＧｓ社会的インパクト・マネジメントガイド」の策定

②人材育成
・インパクト評価活用に求められる能力・技術の整理

・実践・普及を担う人材の実践研修やネットワーク構築

③金融との接続
・社会的インパクト・マネジメント活用に向けた提言策定

・金融機関の事業への参画や金融機関での事例づくり
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SDGs社会的インパクト評価実証事業における「３つの柱」
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合計333企業・団体 （中小企業59.5％）

かながわSDGsパートナー
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ＳＤＧｓ経営に向けた中小企業伴走型支援
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SDGs
経営

融資・
社会的
投資

財務・非財務一体の価値に対して、資金提供
者からの融資・社会的投資につながるよう助言

事業計画策定 事業実施 事業検証

⚫ SDGsを取り入れ
⚫ 財務・非財務一体の価値を創出

事業改善プロセス共有

SDGs
パートナー

県内
金融機関

３社選定 SDGs社会的
インパクト評価

ツールとして
活用



令和２年２月７日
気候が非常事態にあるという「危機
感」を共有し、ともに行動

かながわ気候非常事態宣言



<グリーンボンドで水害を防止>

「神奈川水防災戦略」を元にグリーンボンド発行
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2020年からの３年間で、重点分野かつ環境改善効果
が見込まれる河川、海岸、砂防事業に充当

銘柄名称 神奈川県第１回５年公募公債（グリーンボンド）

年限 ５年（満期一括償還）

発行額 50億円

発行時期 令和２年10月23日

共同主幹事 SMBC日興証券、みずほ証券

(1)緊急に実施すること
で被害を最小化する
ハード対策

(2)中長期的な視点で
取組を加速させる
ハード対策

2020.10.24読売新聞

＜環境省 地域環境保全対策費補助金を活用＞



かながわSDGsアクションファンド

●神奈川県とミュージックセキュリティーズ㈱が連携して、社会的リターンと金銭的リ
ターンの両立を目指す「かながわSDGsアクションファンド」を設置

●ファンドを通して、パートナーによるSDGs貢献プロジェクトの拡大、個人投資家
のプロジェクト応援投資の拡大を図る

●県が進めるSDGs社会的インパクト評価の活用促進を図る

個人
投資家

③投資

「SDGsアクション」拡大
※ クラウドファンディングはパートナーとMS間で実施。県に帰責なし

かながわSDGs
アクションファンド

④資金調達

クラウドファンディング
プラットフォーム

①プロジェクト登録
②SDGインパクトPR

SDGs
パートナー

登録

ＳＤＧｓ推進協定

設置
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SDGsインパクトの「見える化」 プロジェクト応援投資



UNDPとSOI締結(2019.8.29)
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